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池
田
町
は　

％
の
山
地
を
擁
し
、

４１

　

の
砂
防
河
川
、
南
北
に
国
道
が
、

１４ま
た
一
級
河
川
の
杭
瀬
川
が
南
下

し
て
い
る
。
こ
の
川
も
洪
水
に

よ
っ
て
、
雑
木
の
種
や
枝
が
流
れ

着
く
。
生
長
も
早
い
。
台
風
シ
ー

ズ
ン
を
迎
え
る
迄
に
雑
木
の
伐
採
、

浚 

作
業
の
実
施
を
。

　

異
常
出
水
対
策
の
内
、
河
川
維

持
修
繕
事
業
で
対
応
、
堤
防
の
内

側
、
腰
か
ら
肩
ま
で
の
補
強
工
事

を
順
次
実
施
さ
れ
た
い
。
外
来
種

の
ヌ
ー
ト
リ
ア
、
住
む
所
も
な
く

な
る
。
一
石
二
鳥
だ
。

　

昔
捕
獲
す
る
と
報
奨
金
が
出
た

が
、
考
え
て
み
て
は
ど
う
か
。

　

河
川
へ
の
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
が

往
々
に
し
て
見
ら
れ
る
。
山
の
中

も
同
様
、
対
応
は
い
か
が
か
。

 
町　

長 

　

砂
防
河
川
を
含
め
て
河
川
管
理

は
大
切
な
も
の
と
認
識
、
災
害
が

あ
る
と
下
流
地
域
へ
の
負
担
、
上

流
地
域
の
防
災
上
の
問
題
等
、
国
、

県
の
方
へ
継
続
的
に
お
願
い
し
て

行
く
。
ま
た
、
同
時
に
南
部
地
域

に
お
け
る
杭
瀬
川
を
始
め
、
他
の

一
級
河
川
の
中
に
草
、
雑
木
が
生

い
茂
っ
て
い
る
事
実
も
承
知
。
毎

年
、
県
土
木
へ
申
請
し
、
浚 
等
に

つ
い
て
は
、
泥
の
置
場
の
確
保
が

出
来
れ
ば
、
予
算
化
も
可
能
だ
。

護
岸
工
事
も
継
続
し
て
実
施
す
る
。

　

捕
獲
に
つ
い
て
、
有
資
格
者
に

許
可
を
出
し
な
が
ら
対
応
し
た
い
。

　

河
川
関
係
の
ゴ
ミ
処
理
の
状
況

で
す
が
、
中
学
生
を
含
め
ク
リ
ー

ン
カ
ム
バ
ッ
ク
、
町
と
し
て
実
施

し
た
り
、
区
長
を
中
心
に
自
然
保

坂口　博 議員

河川管理について

護
委
員
協
力
の
も
と
実
施
し
て
い

る
が
、
な
か
な
か
成
果
が
上
が
り

ま
せ
ん
。
住
民
の
方
の
モ
ラ
ル
の

問
題
、
先
の
子
供
議
会
に
お
い
て

も
２
、
３
人
か
ら
質
問
が
あ
り
、

子
供
の
目
か
ら
見
て
も
良
く
な
い

状
況
で
す
。
今
後
そ
う
い
っ
た
面

で
の
会
話
を
進
め
て
行
き
た
い
。

　

池
田
町
と
し
て
河
川
と
向
き

合
っ
て
防
災
上
、
あ
る
い
は
下
流

の
地
域
に
住
ん
で
見
え
る
皆
さ
ん

方
に
安
心
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
対
策
も
進
め
、
県
へ
継
続
的
に

要
望
し
て
い
き
た
い
。雑木が茂る杭瀬川（中川橋付近）


